
（別紙１） 保育需要見込み（０歳児～５歳児、令和１４年度（2032年度）まで）

※１ ０～５歳児人口については、中野区中期将来人口推計をもとに出生数減少、中野駅周辺再開発等の要素を踏まえて推計した。

※２ 保育需要率については、需要率は女性の就業率上昇に対応するという前提で、労働政策研究・研修機構「労働力需給推計（令和２年３月２４日）」において東京都の 30～44 歳女性の

就業率が令和 2年（2020 年）：77.7%から令和 22 年（2040 年）：87.9%まで伸びると推計されていること及び中野区保育需要率の推移を踏まえて設定した。

※３ 令和５年度以降の保育需要推計は、育児休業中等の待機児童に含まれていない数も需要に含めて推計した。


